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1.は じめ に

本稿は,熊 本大学大学院教育学研究科で開講す る

「音楽科教育学実践特論1」(担 当:瀧 川淳)を 履修

した学生が本学附属特別支援学校(以 下,原 則とし

て,附 特と略記)の 生徒たちを対象に開催 した音楽

アウ トリーチ活動の実践報告である.

本講義の内容は,エ リック ・ブース著(久 保 田慶
一監修)『 ティーチング ・アーティス ト』の輪読を

通 して芸術家が音楽教育に携わる意義や方法にっい

て考えていくことをねらいとした.内 訳は後述す る

が,今 年度(H30)は5名 が受講 した.そ れぞれが

演奏もしくは舞踊を専門とする学生たちであったこ

とから単に前掲書を輪読するだけではなく,実 際に

アウ トリーチ活動を組み立て実現する運びとなった.

その対象となったのが附特高等部の生徒たちである.

本実践は,ア ウ トリーチをする側が一方的に計画

を立てて,学 校側の授業時間を1時 間借 りてそれを

披露するだけの音楽鑑賞会ではなく,ア ウ トリーチ

の理論に基づいて演奏会を立案 し,そ の途中,適 宜,

授業者と連携を取 りながら,対 象となる生徒たちの

理解を深め,ま た生徒たちにも参加できる形を考え,

さらには高等部音楽科の年間指導計画の中に位置づ

ける形で開催された.こ の意味で,学 校におけるア

ウ トリーチ実践例 として,な らびに特別支援学校を

対象としたアウ トリーチ実践の一例 として,こ こに

報告する意義を認めることができるだろう.

*1熊 本大学大学院教育学研究科

*2熊 本大学教育学部附属特別支援学校

*3熊 本大学大学院教育学研究科院生

*4教 員研修留学生

な お,瀧 川(1,2.1,6.1),倉 田(2.2,6.2),大 森

(3),井 上(4),森 下(5),前 田 とAndres(8)

が そ れ ぞ れ 執 筆 を 担 当 した.

2.講 義 ・授 業 につ いて

2.1.「 音楽科教育学実践特論1」

「音楽科教育学実践特論1」 は,大 学院1年 生を

対象に開講 しており,基 本的には音楽のフ ィール ド

研究を通 して 「音楽を教えること」にっいて議論を

中心に理解を深めることを目的としている.今 年度

はブースの著書の輪読を通 して芸術家が教育現場に

関わる様々な事例の検討を通 して芸術家が教育に関

わることの意味を考える講義を計画 していた.前 述

したとお り,今 年度は5名 の受講によりスター トし

た.3名 は器楽を専門とする院生,1名 は体育科の

院生,ま た1名 はコスタリカで ピアノ教育を学んだ

教員研修留学生である.

以上のような講義計画から附特との音楽アウ トリー

チ活動に発展 した理 由は,以 下の2点 にある.ま ず

筆者はH29年 度より附特 の音楽科 と共 同で研究 を

進めており,そ の中で,生 徒たちが外 に出て音楽を

聞 く機会がなかなかないという相談を受けていたこ

と.2点 目に,今 年度の学生がなにか しらのパフォー

マ ンスを専門としていて,彼 ・彼女 らによる演奏会

の企画が可能だったことである.そ こで附特の教員

に相談 し,ア ウ トリーチを行 うことが計画された.

講義では,ブ ースの著書を読み進めながら,そ れ

ぞれの受講生の専門を最大に生かすことのできる演

奏会が企画された.な お詳細は4.と5.に 記され

ている.
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2.2.特 別支援学校高等部

附特高等部 生徒 は,1年 生9人,2年 生8人,3

年生9人 の26人(男 子17人,女 子9人)で あ る.障

害 の種 類 は様 々で程 度 は幅広 く,r特 別 支援学校 学

習指導要領』の小学部1段 階か ら高等部2段 階 に当

た る.

2.2.1.年 間指導計画

音楽の年間時数は,例 年35時 間で設定されている.

そのうち10時 間を学校行事,残 り25時 間が授業 とし

て確保され,卒 業までの75時 間で学習指導要領を網

羅するように年間指導計画を組み立てている.

附特では音楽を教科別の指導として教育課程に位

置付けて3年 目になる.こ れまでの2年 間の学習内

容を振 り返 ったところ,今 年度の重点項 目として

「世界の音楽」(3時 間計画)が 挙がった.

知的障害の生徒たちにとって,学 習内容 と生活 と

の結びっきはとても重要である.「世界の音楽」 と

の出会わせ方に工夫が必要であると考えた.

2.2.2.「 世界の音楽」鑑賞会につ いて

世界 の音楽 を どう学ぶのか という点 と,さ らにも

う1っ 課題 が あ った.知 的障害 の生徒 は,演 奏会 や

ライブ等,生 の音楽 に触 れ る機会が少 ない とい う点

であ る.こ の2つ の課題 を解決す るた めに大学 と連

携 した音楽鑑賞会を計画 した.

主体的 ・対話的で深い学び にっ なが る音楽鑑賞会

となるように,ア ウ トリーチす る側(大 学 院生)と,

適宜,連 携 を取 りなが ら,生 徒 の実 態を考慮 した鑑

賞会 のもち方,鑑 賞会 で用 いるス ライ ドの検 討等,

細部 まで配慮 して進 めた.話 し合 いを進 めてい く中

で,① 各 国の音楽的 な特 徴 を学べ るように,手 や足

で リズ ムを刻み なが ら鑑賞す る,② 世界 の音 楽を体

験的 に学べ るよ うに,ア ウ トリーチす る側 と合奏す

る.以 上2っ が柱 と して まとま った.そ れ を受 け,

本校で取 り組む項 目を3っ に焦点化 した.

2.2.3.音 楽鑑賞会へ向 けての取組

1っ 目は,鑑 賞す るための 「聴 く力」 を育て るこ

とに取 り組 んだ.知 覚 を促すた め に拍や声質 等,音

楽の要素 にっ いて学ぶ時間 を設定 した.さ らに感受

を深め るた め,諸 要素 が もた らす音楽 のイメー ジを

比べ る等,曲 想 と音 楽構 造の理解 にっ いて学 ぶ時間

を設 けた.

2つ 目は,各 国の音楽 的特徴で ある リズムを知 る

ことで ある.当 日用 い るス ライ ドを授業で も使 用 し,

リズムの学 習を行 った.リ ズム譜 を初めて見 る生徒 も

いたた め,音 符 や休符,付 点等,基 礎か ら学 習 した.

3っ 目は,合 奏で き るように,器 楽の練習 をす る

ことで あ る.時 数3時 間を,練 習1,リ ハ ーサル1,

当 日1時 間に割 り振 った.本 学教育学研究科 特別支

援学科 の藤原 志帆准教授 に練習 時の協 力を依頼 し,

研究室 の学生 に も協力 いただ いた.リ ハ ーサルでは,

アウ トリーチす る側 にも来校 して もらい,合 わせ る

練習 を行 った.以 上 の ように,本 番 に向 けての事前

学習 と練習 を計画的 に進め て,音 楽鑑賞 会をむかえ

た.

3.『 テ ィー チ ン グ ・ア ー テ ィス ト』 につ い て

本章で は,本 アウ トリーチを計画実践す るにあた

り,そ の理論的根拠 と したエ リック ・ブース著(久

保 田慶一監修)『 テ ィーチ ング ・アーテ ィス ト 音楽

の世界 に導 く職業』(水 曜社,2016)の ア ウ トリー

チ を実践す る際のポ イン トにっいて概観 した い.

本書 の主 題 であ る テ ィー チ ング ・アー テ ィス ト

(以下TAと 略記)は,次 の3点 で表現 され る.「 芸

術 を教 えるだけで な く,芸 術を通 して人 を教 育す る

ことを,仕 事 の一部 と してい る人」(p.10)で あ り,

「21世紀 の芸術 家 のモ デルの ひ とっ がTAで,そ れ

は また教育分野にお ける高度 な参加型学習のモデル」

で もあ り,「 アメ リカにおいて芸術 の未来 を担 うの

がTA」(p.11)で ある.

っ ま りTAは,聴 き手 に単 に音 楽を聴かせ るだ け

で な く,聴 き手 に何 かを感 じ取 ろうとす る能 力を引

き出 し,楽 しみ方 を教 え る専 門家で あるといえ る.

そ して今 まで音 楽 にな じみ のない聴 衆を引 き込み,

新た な音楽 フ ァンを生み 出す大事 な役割 も担 って い

る.

で は聴衆 を音 楽に引 き込むた めには,ど うすれば

よ い のだ ろ うか.こ こで 著 者 は ア ー ト ・コス タ

(2000)を 援 用 して 思考習 慣 を紹 介す る.思 考習 慣

とは,分 岐点 また は難 局 にある,不 可解 あるいは不

可思議 な,答 えがす ぐには見っか らない問題 に直面

した 際 に,知 的 に行 動 しよ う とす る態 度 で あ る

(p.77).音 楽がわ か らない と感 じるの も一っ の思考

習慣 によるもの と考え るな ら,そ れ を変 え ることで,

音楽 と 自分だ けのっ なが りを発見で きるようになる.

そ うす るこ とで,音 楽を受動的 に聴 くとい う姿勢か

ら向きあう姿勢 へ と変化 し,結 果的 に聴衆 を引 き込

む ことにっ なが る.そ のため に25の ガイ ドラインを

提示す る.例 えば,TAは,解 釈 を述べ る前 に,ま ず

観察 をす る こと(ガ イ ドライ ン16),ま た常 にゆた

か な質 問をす る,言 い換 えれ ば,答 えが ひとつの質

問を しないこと(ガ イ ドライン19)が 求め られ る.

で は,実 際 にワー クシ ョップを行 う際の注意点 と
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は何か.そ れ は,以 下3っ の要素 を含 むエ ン トリー

ポ イ ン トをひ とっ見っ けることで あ る.1)作 品の

中 に,自 分 に と って とて も興奮す る点が あ ること.

2)演 奏者 と して音 楽 的 に楽 しい点 が あ る こ と

(p.101).3)作 品 と場 所 に相 応 しい こ とで あ る

(p.102).

今回 の活動 は,学 校 にお けるアウ トリーチ実践 で

あ るため,よ い教育 プ ログ ラム考案 と学校活動 の際

の注意点 も確認 したい.

教育 プログラムにっいて は,聴 者が 自分な りの発

見 を出来 るよう働 きか けをす る.そ の際,理 解 や興

味 の レベルは個人差 があ る点 を理解す る.ま た,す

べての メ ンバ ー参 加が必須で,自 分た ちに とって熱

意を感 じられ るものを選択す る(pp.127-128).

次 に,学 校活 動で は,準 備や環境 の状況が悪 い こ

とを想定 しっっ も,ベ ス トを尽 くす.単 に音 楽を伝

え るだ けで な く,楽 しさを感 じて くれ るよ う心が け

る(P.133).子 どもの反応が ない場合 も,彼 らのあ り

の ままの感性 に情 熱を持 って接す る(P.134).時 間

に余裕 をも って行動 し,プ ログラムの時 間超過 の な

い よう事 前 に要点を シンプル にまとめた資料を準備

し,対 象年齢 に合わせ た話 し方で行 う(p.135).常 に

学校 に失 礼の ないふ るまい,気 配 りを大切 にす る.

活動 中は,集 団を うま くマネ ージ メン トして,そ の

エネル ギーに配慮す る.学 校の カ リキ ュラムや教 科

内容 に関連付 け るなどをあげて いる(p.136).上 記

以外 にも,「子 どもと家族 のため の教育演 奏会edu-

cation/youth/familyconcerts」(以 下,EYF)に

っいてふれ,学 校演奏 での留意点 を付 け加 えてい る.

EYFは,わ か って いない人 向けのプ ログ ラムでは な

いため,演 奏 す る音楽 レベル は下 げず,聴 衆 の レベ

ル を上 げ る こと(P.140).あ るテーマ を もとに,全

体的 に一貫性 のあ るプログラム作成 をす ること.距

離感 を大 切 にわか りやす い 口調 で話す こ とで あ る

(p.142).

学校で は,子 どもたちに 「音楽 との良い出会い」

を与 えるため,教 師 と企 画者が 「協 力」 し合 い,ど

の ように実施 すれば全員の関心やニーズが得 られ る

か,こ のパー トナーシ ップが よ りよいプ ログ ラム作

りにっ なが ると述べてい る.

4.音 楽 ア ウ トリー チ を組み 立 て る

今回 のアウ トリーチでは,附 特 の生徒 たちが普段

過 ごしている学校を飛び出 し 「外」の世界を知 るきっ

か けにな るよ うにと,テ ー マを 「『新 しい』 世界 と

出会 う」 に定 めた.聴 き手であ る生徒 たちに とって

の新 しい世界 とは なにか.ま た 「生徒 に とって楽 し

い ク ラスや ワー クシ ョップ にす るた め に は まず,

TA自 身 が 楽 しい と 思 え な くて は な り ませ ん 」

(p.31)の 通 り,ア ウ トリーチす る側 が楽 しいと思

え る音楽 ア ウ トリーチ活動 とはなにか,と い う両面

か ら考 え,音 楽 アウ トリーチ活動 のプ ログ ラム作成

に入 った.

それぞ れ の専門 を聴 かせ 魅了 させ るため に,「 ピ

アノ専 門と して クラシ ックの原 曲を」,「コス タ リカ

人 と して コス タ リカの音楽 を」,「フラメ ンコ舞踏家

と して フラメン コ舞踊 と音楽を」 とい う3っ をメイ

ンにそれ らが有機的 に構成 され る選 曲と進行で プロ

グラ ミングを考 えた.そ して プログラムに一貫性 を

持 たせ るた め に,ピ ア ノ作 品,コ ス タ リカ音楽,フ

ラメンコの3っ を 「世界の ダンス」でっ なぐことに

した.ま た,音 楽や踊 りを見た り聴 いた りす るだ け

で はな く,参 加型学 習 と して,生 徒 たちが附特 の音

楽授業で学習 した 曲を一緒 に演奏す る合奏 も取 り入

れ るこ とに した.さ らに,コ スタ リカの伝統 楽器 と

して も有名 なマ リンバ の奏者の方 を招 いて演奏 して

も らった.以 上 の楽 曲構 成 に加 え,曲 の紹介 やそれ

ぞれの国 につ いて もス ライ ドを利用 し曲間 に説 明を

行 うことと して,そ れ らを1時 間程度 のプ ログラム

で組み立てた.

ス ライ ドの作成 にっ いて は,生 徒 たちに よりよ く

伝わ るよう,事 前 に リハーサル も兼ね て附特 の先生

方か ら改善点 やア ドバ イスをも らう機会を設 けた.

主 な改善点 としては,生 徒たちが見やす い文字の大

きさや色 の配 置,世 界地 図で国 の場所 を示す 時 によ

り正確 に分 か るように矢 印を用 いて示 した り,拡 大

地 図を出す などであ る.ま た,附 特 の音楽 の授 業で

学習 した 内容 と関連 した ことをス ライ ドに取 り入れ

ることで生徒たち により興味関心 を持たせ ることが

出来 る と考えた.さ らに,受 講生 が実際 に附特 に行

き,本 番で合奏す る予 定の 〈い ろんな木 の実〉を合

同で練習 した.生 徒 たちは とて も元気 で常 に笑顔で

あ り活 気のあ る授業 だ った.さ らに,本 番 までの1

週間,入 念 な リハ ーサルや プログラムの進 行を何度

も確認 し本番を行 った.

5.音 楽ア ウ トリー チを実践 す る

5.1ア ウ トリーチの概要

日時:2018年7月5日(木)13:00～14:00

場所:熊 本大学教育学部音楽棟合奏室

対象:附 特高等部 の生徒26名.そ の他,特 別 支援学

校 の教諭,熊 本大学 音楽科 の教員,学 生 が聴

講 した.
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当 日の プログラムは下記の とお りであ る.

1)リ ベル タンゴ 《アルゼ ンチ ン》

2)ト ル コ行進 曲 《オース トリア》

3)グ ワナ コス 《コス タ リカ》

4)ソ ロ ・キエ ロ ・カ ミナール 《スペ イン》

5)無 伴奏チ ェロ組 曲第2番 より 〈プ レリュー ド〉,

〈春風の ささや き〉,〈 愛 と〉(マ リンバ)

6)い ろん な木の実(合 奏)

7)カ ルメン ・フ ァンタジー 《フランス ・スペイン》

5.2.当 日の進行

1)〈 リベル タンゴ〉(ピ アソラ作曲)

演奏:井 上育美,前 田鳳子(2台 ピアノ)

アルゼ ンチ ンの作 曲家アス トル ・ピアソラは 「自

由なタ ンゴ」 とい う意味で この曲を名付 けた.全 曲

にわた り躍動す る リズ ム感 とエネルギーにあふれ,

ピアソラの 曲の なかで も特 に人気の高い作品であ る.

① ね らい:普 段感 じた ことの ない タンゴとい うジャ

ンル を聴 くことで,こ れか ら始 まる音楽鑑 賞会の

テーマ に触れ,興 味 をもっ.

2)〈 トル コ行進曲〉(モ ー ツ ァル ト作曲)

演奏:森 下邦 皇,AndresMoraCorrales(連 弓単)

ピアノ ソナ タ第11番 イ長調 の第3楽 章.4分 の2

拍子で書かれ た この楽章 は,そ の独特 な旋 律や リズ

ムゆえ に,現 在で は単独 で演奏 され るほ ど広 く親 し

まれてい る.

① ね らい:手 を使 って2拍 子の リズ ムを感 じ取 る.

② 内容(以 下 のよ うな導入 と内容 を行 なったの ち,

曲を演奏 した.)

[導入]ス ラ イ ドで,モ ー ツ ァル トの出身 や生涯 に

っいて説明 し,曲 がっ くられ た背景 を学習す る.

[2拍 子 に合わせ て曲を聴 く]ト ル コ行進 曲の リズ

ムで,手 で叩 く部分 を タン,休 む部 分 をウ ンで言

語化 した.ま た,叩 く部分 を赤 色,休 む部分 を青

色で表 し,視 覚 的に理解 できるよう工夫 した.

3)〈 グアナ コス〉(コ ス タ リカの伝統音楽)

演 奏:瀧 川 淳(°wハ ー モ ニ カ),AndresMora

Corrales(ピ ア ノ)

グアナ コスは,コ ス タ リカの フ ォーク ソングの一

つ に数 え られ る.曲 中には,コ ス タ リカの伝統 的 リ

ズ ムの 「タンビ ト」が取 り入れ られてい る.

① ね らい:コ ス タ リカ人の演奏で コス タ リカの音楽

に触れ る.

② 内容

[導入]ス ラ イ ドにて,コ ス タ リカの位置 や有名 な

食べ物 ・楽器 などを紹介 した.

[リズ ムに触れ る]

て表現す る.

3拍 子の リズムを膝と手を使 っ

4)〈 ソロ ・キエ ロ ・カ ミナール〉

(パ コ ・デ ・ル シア作曲)

演奏:大 森紗 綾(フ ラメ ン コ舞踊),瀧 川 淳(鍵 盤

ハーモニ カ),森 下邦皇(ピ ア ノ)

ジャズギ タ リス トと競演を経て完成 された6重 奏

で の第1作,1981年 のアルバ ムに収録 され る.

①ね らい:足 と手 を使 って4拍 子 の リズ ムを感 じ取

る.

② 内容

[導入]ス ライ ドにて,フ ラメ ンコをふ くめた伝統

を知 る.

[リズ ムを知 る]1拍 目は足踏み,2～4拍 目は手

拍子で 叩 く.気 持 ちが高ぶ った時 はオ レと掛 け声

をか けることを伝え る.

5)無 伴奏チ ェロ組曲第2番 より 〈プレ リュー ド〉

(バ ッハ作曲)

〈春風の ささや き〉,〈 愛 と〉(吉 岡孝悦 作曲)

演奏:神 尾弥(マ リンバ:ゲ ス ト奏者)

①ね らい:マ リンバの音色 に触れ る.

② 内容:マ リンバ が どん な楽器 なのか説 明す る.マ

レッ トの素材 によ って音の質が変化す ることに気

づかせ る.

6)〈 い ろんな木の実〉(西 イン ド諸島民謡)

演奏:高 等部 生徒,井 上育美,前 田鳳 子,森 下邦 皇

(合奏)

〈いろんな木 の実〉は,西 イン ド諸 島(カ リブ海 の

島々)の 民謡で あ り,歌 詞 には,曲 名通 り様 々な く

い ろん な木の実〉が随所 にち りばめ られて いる.

①ね らい:世 界の音楽 を体験的 に学ぶ.

② 内容

[導入]西 イン ド諸 島の場所や名 産品を説 明 し,曲

の イメー ジを膨 らませ る.

[合奏]生 徒それぞれ前 も って決め られた楽器で練

習 をす る.ピ アノ伴 奏 に合わせ て,歌 唱 と楽器演

奏を行 う.

7)〈 カル メン ・フ ァンタジー〉(ビ ゼー作曲)

演奏:井 上育美,前 田鳳子,森 下邦皇,AndresMora

Corrales(2台8手 ピアノ)

ビゼー作 曲のオペ ラ 《カル メン》の 中か ら第1幕

の前奏曲,バ バネ ラ,第4幕 への間奏 曲 〈アラゴネー

ズ〉,〈 ジプ シーの歌 〉,の4曲 を ピアノ2台8手

にア レンジ した作品であ る.
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瀧 川 淳 ・倉 田沙 耶 香 ・井 上 育 美 ・大 森 紗 綾 ・前 田 鳳 子 ・森 下 邦 皇 ・AndresMoraCorrales

① ね らい:2台 ピアノと演奏者4人 による8手 なら

では のア ンサ ンブル,そ して ダ ンスが組 み合わ さ

ることで音楽 に より一体感が増 し,情 景 をイ メー

ジ しやす くす る.

② 内容

[導入]カ ルメ ンは,物 語のあ る歌劇 であ ることや

演奏す る場 面の概要を説明す る.

[ババネラに触れる]曲 中にババネ ラの リズムが現れ

ることを説 明 し,手 拍 子で参 加で きるように した.

6.全 体 の考察

6.1.学 生の学び(大 学院)

本項で は,本 講義 を受講 しアウ トリーチを行 った

大学院生 の学 びにっいて考察 した後,学 校 現場 で展

開 され るア ウ トリーチ活動 にっいて若干の示唆を提

示 した い.受 講生 にと って本 アウ トリーチ活動 を企

画 し実践す る ことの意義 は,以 下 の3点 に まとめ る

ことがで きる.

1)各 自の専門を最大限 に生か した プログラ ミング

の組み立て方法を知 る.

2)企 画段階で,生 徒 たち に対す る知識 を深 め,ま

た指導者の助言を得 る.

3)企 画段階で,生 徒 たちの事前活動 に参加す る.

単 に曲を演奏す ることか ら,メ ッセ ージ性 を も っ

て演奏会を組み立て臨む ことで観客 により自分たち

の意図 を伝 え ることがで きる.ま た学校 で行 うアウ

トリーチ は,学 校側 と しては教育課程 の一貫 であ る

ことか らカ リキ ュラムのひ とっ に位置づ けられ るこ

とが望 ま しい.今 回の試 みで は,演 奏家 と授業者 が

入念 な打 ち合わせ と調整 を行 い,さ らには事前 に生

徒たちの実情 も把握 してか らア ウ トリーチを行 った.

そ の結果,生 徒 た ちのア ンケ ー トか らは,組 み立 て

た側 と鑑賞 した側が アウ トリーチ に感 じた思いが一

致 した ことがわか る.実 践 まで の過 程 は,通 常 の演

奏会 よ りも多 くの時間を要 したと思われ るが,ブ ー

スが指摘 す るような双方が共 に発見 と楽 しさがあ っ

た実践 になった と言え るだ ろう.

6.2.生 徒の学び(特 別支援学校)

最後に資料と して載せた8.「 生徒たちの感想」

からも音楽鑑賞会を終えて,演 奏会に行 ってみたい

と思う生徒が増えたことに大きな価値があると考え

る.在 学生や卒業生の余暇の過 ごし方を見 ると,好

きな音楽を聴いたり,カ ラオケで歌 ったりす ること

が多い.そ の選択肢の1っ として演奏会に向かう人

が増えれば,社 会参加の側面か らも,生 活がより豊

かになるにちがいない.

5月 の総合 的な学習では,本 学 グローバ ル カ レッ

ジの教員 と留学生 の協力の もと諸外国 につ いて学ぶ

機会があ った.鑑 賞会に参加 してブラジルの音楽を思

い 出 した生徒 も多か った.教 科横断的 な視 点か らも,

今回の実践は学び を深め る取組であ った と言え よう.

今後 も学 びを深 めて い くた めには,生 の音 楽 に触

れ る機会を今後 ももち続 けて い くことが必要であ ろ

う.G(8.表 「生徒 の コメ ン ト」 を参照)は,鑑 賞

会 に参加 して 「ピアノが好 きにな りま した.な んか

す ごか った」 と感想 を述べ てい る.こ の生徒 は,小

学生 まで は ピア ノを習 って いたが,途 中で ピア ノが

嫌 いにな った経験 を持っ.音 楽 の授業 では1年 半か

けて,や っと自分 の考 えを伝 えた り,器 楽等 の表現

活動 に参加 した りで きるようにな った.そ の生徒が

音楽鑑賞 会 に参加 し,生 徒 の感性 の鋭 さには,本 当

に驚か され る.

「本物 を聴 き,感 じる」 ことは最高 の機会 であ る.

専門性の高い人たちが生み 出す音楽だ ったか らこそ,

生徒 の心 に響 き,突 き動かす何かが あ ったのだ と考

え る.そ れ こそが音 楽その ものが もっ価値 であ り,

音楽 を学 ぶ意味 なのだ と感 じた.だ か らこそ,今 後

も教科の本質が伝わ る授業づ くりに励んで いきた い.

7.参 考 文献

・E .ブ ー ス 著(久 保 田 慶 一 監 修 ・訳,大 島 路 子,大 類 朋 美 訳)

『テ ィー チ ン グ ・ア ー テ ィス トー音 楽 の 世 界 に導 く職 業 』 水

曜 社,2016.

・T .ホ ー ル,A.マ イ ヤ ー,D.ロ ー ズ 著(バ ー ンズ 亀 山 静 子

訳)r学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン』 東 洋 館 出版 社,2018.

8.【 資料】生徒たちの感想

以下 は,「 音 楽鑑賞 会 はど うで したか」 とい う問

い に対す る附特の生徒たち24人 の回答で ある.

ピアノや マ リンバ などの楽器 の音 色や,フ ラメン

コのダ ンスにお ける足音 につ いての感想の中 には,

「っ よい」(H)「 や さ しい」(H)「 きれい」(3人)

とい った言葉が用 い られて いた.ま た,フ ラメ ンコ

の ダ ンス にっ いて 「炎を はな って いる感 じ」(W)

だ った とい う感想 もあ った.こ れ らの コメ ン トか ら

もアウ トリーチ を通 して,楽 器 の音色や,ダ ンス を

間近で体験 し,生 徒 たちそれぞれが それ らにっいて

自由に感 じることので きた貴重 な時間であ った こと

がわか る.ま た,授 業 で学んだ リズ ムを鑑賞 会で音

楽 と一緒 に体験 した ことや,様 々な国の音 楽 にふれ

られた ことにっいての感想が あ り,事 前学 習か ら鑑

賞 までを一連の流れ と して実践で きた ことがわか る.
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表 「生徒たちのコメン ト」

生徒 コ メ ン ト(生 徒 の 書 い た ま ま を 記 載)

A い う な 木 が ん ば り ま し た 。 ピ ア ノ よ か っ た で す 。

B ピ ア ノ が た の し か っ た で す 。 い ろ ん な 木 の 実 の が っ そ う が た の し か っ た で す 。

C ダ ン ス の た の し か っ た で す 。 と て も う れ し か っ た で す 。 え ん そ う が す こ い で す 。

が っ き が ん ば り ま し た 。 た の し く お ね か い し ま す 。

D も っ き ん を し ま し た 。 ダ ン ス が た の し か っ た で す 。

E ダ ン ス を お ど っ て た の し か っ た 。 ピ ア ノ を き い て た の し か っ た で す 。

て び ょ う し を し ま し た 。 ピ ア ノ を き い て す ご い と お も い ま し た 。

F 一 緒 に も っ き ん の や り 方 を 覚 え て で き る よ う に な り ま し た 。 勉 強 を 学 び ま し た 。

う れ し か っ た で す 。 手 び ょ う し 合 わ せ て し ま し た 。

G ピ ア ノ で 小 学 生 の と き に ピ ア ノ な ら っ て た な と 思 い だ し た 事 で す 。

ピ ア ノ が す き に な り ま し た 。

H ピ ア ノ の は も り が や さ し く て つ よ い 音 に し あ わ せ を か ん じ ま し た 。

マ リ ン バ は お と が や さ し く て か ん ど う し ま し た 。

1 い ろ ん な 木 の 実 を 合 奏 を し ま し た 。 管 さ ん と 一 緒 に 鉄 き ん を し ま し た 。

生 の フ ラ メ ン コ を 見 て カ ッ コ 良 か っ た で す 。 マ リ ン バ の 音 が き れ い で し た 。

音 楽 で 学 ん だ リ ズ ム を 鑑 賞 会 で 出 来 ま し た 。

J 色 ん な世 界 の 音 楽 や ダ ンス を見 た り聞 い た り して 実 際 に や っ た り して とて も

楽 しめ る演 奏 会 で した。 フ ラ メ ン コで は 、 とて も 印象 に 強 く残 っ て お りま した 。

ダ ンス も派 手 で 足 に 力 強 く入 れ て 部 屋 中 に響 く ほ どの 音 で あ りな が らダ ン ス は

美 し く とて も良 か っ た で した。
K ダ ン ス が お ど っ て る の が か っ こ よ か っ た で す 。 あ と い ろ ん な 木 の 実 で 合 奏 を し た

け ど 少 し き ん ち ょ う し た け ど で も 、 み ん な で う ま く で き て うれ し か っ た で す 。

色 ん な 国 の 事 で べ ん 強 に な り ま し た 。 と て も き れ い な ピ ア ノ で び っ く り し ま し た 。

と て 楽 し い 日 に な り ま し た 。

L ど れ も す て き な 曲 で 、 と て も い や さ れ ま し た 。 特 に 「トル コ 行 進 曲 」 は 私 が 知 っ

て い た 曲 だ っ た の で う れ し か っ た で す 。(た ぶ ん カ ル メ ン フ ァ ン タ ジ ー も で す 。)

「い ろ ん な 木 の 実 」 の 合 奏 で は 、 ダ ン ス を 踊 り ま し た 。 楽 し か っ た で す 。

M 音 楽 鑑 賞 会 を み て 、 み な さ ん の 演 奏 が と て も す て き で し た 。 私 が と く に す き な

演 奏 は 、 マ リ ン バ の 演 奏 と ピ ア ノ の 演 奏 で す 。 マ リ ン バ 演 奏 で は ま る で 物 語 の 世

界 に い る よ う で し た 。 ピ ア ノ 演 奏 は ま る で モ ー ツ ァ ル ト と バ ッ ハ と べ 一 トー ベ ン

が 楽 し く 演 奏 し て い る よ う で し た 。 と て も 楽 し か っ た で す 。

N ぼ く は 、 フ ラ メ ン コ の ダ ン ス を み て 感 動 し ま し た 。 足 の 音 が す ご か っ た で す 。

カ ス タ ネ ッ ト を 貸 し て く だ さ っ て あ り が と う ご ざ い ま し た 。 合 奏 は き ん ち ょ う

し た け ど す ご か っ た で す 。

O 音 楽 鑑 賞 会 で は 、 リベ ル タ ン ゴ 、 トル コ 行 進 曲 、 ク ワ ナ コ ス 、

ソ ロ キ エ ロ カ ミ ナ ー ル 、 マ リ ン バ ソ ロ 、 い ろ ん な 木 の 実 、 カ ル メ ン フ ァ ン タ ジ ー

を 聞 け て 、 楽 し か っ た で す 。 僕 は 、 マ リ ン バ ソ ロ と 、 カ ル メ ン フ ァ ン タ ジ ー と 、

リ ベ ル タ ン ゴ と 、 い ろ ん な 木 の 実 を み ん な で 合 奏 し た の が 楽 し か っ た で す 。

P マ リ ン バ を き い て い ま し た 。 い ろ ん な 木 の 実 を み ん な と し ま し た 。

62 ま り ん ば が す き で し た 。 ふ ら め ん こ で お ど り ま し た 。

R い ろ ん な 国 の 曲 を 聴 い た り 、 手 や 足 で 一 緒 に リ ズ ム に の っ て し た り し ま し た 。

い ろ ん な 木 の 実 で は 、 全 員 で 楽 器 を 使 っ た り 、 歌 っ た り 、 踊 っ た り し て と て も

楽 し か っ た で す 。 カ ル メ ン フ ァ ン タ ジ ー の 劇 は 見 た こ と あ る け ど 、 曲 は 聞 い た

こ と な か っ た の で 、 こ ん な 曲 な ん だ な と 思 い ま し た 。 劇 も 曲 も と て も お も し ろ か っ

た し 、 楽 し か っ た で す 。

S お ん が く き け て うれ し か っ た で す 。 フ ラ メ ン コ の ダ ン ス が す ご か っ た で す 。

は じ め て み ま し た 。 み ん な で い ろ ん な 木 の み を 合 そ う し て 、 楽 し か っ た で す 。

T マ リンバ で は 細 か い 手 さ ば き に感 動 しま した 。 ダ ン ス で は、 細 か い ス テ ップ が

す ごい と思 い ま した。 ピア ノ で は とな りの 人 と息 を合 わ せ る の は難 しい と思 い ま

した 。 この 音 楽 鑑 賞 会 を聞 い て演 奏 会 に行 っ て み た い で す 。

U ピ ア ノ が た の し か っ た で す 。 フ ラ メ ン コ が う れ し か っ た で す 。

V ピ ア ノ が た の し か っ た で す 。 マ リ ン バ も お も し ろ か っ た で す 。

W フ ラ メ ン コ は 振 り 付 け が き れ い で か っ こ よ く て や っ ぱ り 炎 を は な っ て い る 感 じ が

あ り ま し た 。 ピ ア ノ で い ろ ん な 木 の 実 を 弾 き ま し た が 、 リ ズ ム が は や か っ た の と 、

ま だ ど こ の キ ー を 弾 く の か 全 体 的 に 把 握 し て い な か っ た の で 、 リ ズ ム に つ い て い く

の が 難 し か っ た で す 。 音 楽 を 聴 い た り 見 た り し て す ご い と い う言 葉 が 強 く て

と て も 楽 し か っ た で す 。

X ピア ノ の き れ い で した。 い ろ ん な 木 の 実 を み ん な で演 奏 した の が 楽 しか っ た で す 。
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